
現状診断

努力停滞確認
「動いているのに変わらない」違和感の正体

� 毎日発信している

� 学習も継続している

� 行動量は十分ある

� それでも売上が動かない

� 反応はあるが申込がない

� 手応えだけが欠落

� 努力と結果が分断



原因分析

原因の特定
点が線になっていない構造的欠陥

流れが設計されていない /導線が分断されている
興味で止まり、行動（申込）に繋がらない設計ミス。

- 発信と商品が未接続

- プロフィールで正体不明

- 努力が途中で止まっている

- 点で存在し、線になっていない



思考の転換

誤認の破壊

必要なのは「量」ではなく「構造」

× 努力不足ではない

× 才能の問題ではない

× 発信量で解決しない

× 学習量でも変わらない

× 個別改善では限界

× テクニック追加は無効



戦略

設計の基本
読者の「感情の流れ」を起点にする

読者の現状 → 楽になる未来の提示

行動したくなる順番を配置する

- 発信で感情を動かす

- プロフィールで橋渡し

- 商品で安心を提供

- 行動への導線を明確にする



展望

変化の実感
努力が成果へと収束し始める

X 努力が繋がり、反応が行動に変わる

X DMが自然に発生し、興味が維持される

X 迷いなく次のステップへ進める

X 売上への明確な流れが生まれる

X 無駄な行動が減り、効率化が進む



即時実行

最小アクション

直近の投稿を一つ選ぶ
三分で役割を整理する

- 投稿の役割（感情/接続）を書く

- 「どの感情を動かすか」一行

- 「どこに繋げるか」一行

- 不要な投稿を削除する

- 導線を明確化する



活用方法

資料の使い方

- 売上停滞時の原因特定
行動量はあるが結果が出ない時に参照

- 導線確認の基準
構造的な欠陥がないかチェックする

- 発信設計の再構築
努力を再配置するための指針

- 感情設計のチェック
定期的に俯瞰して全体を見直す

- 全体構造の俯瞰
構造のズレを早期発見する



決断

次の選択肢

• 投稿ごとに役割を設定する

• 導線を一つに統一する

• 感情の流れを再設計する

• 反応と行動を分けて観察する

• 一週間検証を行う

• 必要なら外部視点を取り入れる
不要ならここで止める。


